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１１
月
２３
日
の「
勤
労
感
謝
の
日
」を
中
心
に
、

市
な
ど
は
、技
能
功
労
者
を
表
彰
す
る
ほ
か
、

勤
労
者
美
術
展
や
講
演
会
の
開
催
、
勤
労
者

体
育
館
の
無
料
開
放
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
は
勤
労
福
祉
課
（
０
７
９
８
・
３

５
・
５
２
８
６
）
へ
。

優
れ
た
技
能
を

も
つ
２４
人
を
表
彰

技
能
功
労
賞
に
２０
職
種
２４
人

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
、
同
一
職
種
の
経
験

が
３０
年
以
上
あ
り
、
現
在
も
そ

の
職
で
働
き
、
優
れ
た
技
能
を

も
つ
６０
歳
以
上
の
在
住
・
在
勤

者
を
表
彰
し
ま
す
。
表
彰
式
は

１１
月
１２
日
に
行
い
ま
す
。

《
受
賞
者
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）
》

建
築
大
工
…
嶋
村
定
波
（
越

水
町
）
、
中
田
和
夫
（
上
ケ
原

四
番
町
）、
濱
中
著
（
浜
脇
町
）

▽
左
官
…
山
内
正
明
（
鳴
尾
町

一
丁
目
）
▽
建
築
板
金
…
太
田

�
（
上
鳴
尾
町
）
、
川
原
利
春

（
甲
子
園
町
）
▽
給
排
水
設
備

・
配
管
…
和
田
敏
彦
（
塩
瀬
町

名
塩
）
▽
石
材
施
工
…
長
岡
鶴

雄
（
名
塩
木
之
元
）
▽
金
属
溶

接
…
佐
々
木
栄
（
神
戸
市
）
▽

塗
装
…
松
尾
順
一
（
羽
衣
町
）

▽
表
具
…
高
瀬
国
広（
六
軒
町
）

▽
畳
…
古
田
功
一（
北
名
次
町
）

▽
針
・
灸
…
阪
嘉
子（
高
畑
町
）

▽
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
…
河
田
孝
司

（
川
西
町
）
▽
惣
菜
、
そ
の
他

食
料
品
加
工
…
山
口
日
出
男

（
高
松
町
）
▽
寝
具
製
造
…
高

間
喬
二
（
上
鳴
尾
町
）
▽
自
転

車
組
立
・
修
理
…
白
坂
嘉
唯

（
久
保
町
）
▽
造
園
…
上
中
一

晃
（
苦
楽
園
三
番
町
）
▽
家
電

製
品
製
作
・
修
理
…
中
庭
成
源

（
南
郷
町
）
▽
縫
製
機
械
整
備

…
松
村
善
次
（
松
山
町
）
▽
和

裁
…
三
好
節
子
（
高
畑
町
）
▽

美
容
…
浅
野
ミ
チ
子（
荒
木
町
）、

正
木
順
子
（
天
道
町
）
▽
理
容

…
井
上
昭
二
（
門
戸
東
町
）

勤
労
者
の
力
作
を
展
示

１１
月
２１
日
か
ら
２５
日
ま
で
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
勤
労
者

美
術
展
」
を
開
き
ま
す
。
時
間

は
午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時

（
２５
日
は
３
時
）
ま
で
。

市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

の
皆
さ
ん
が
余
暇
な
ど
を
利
用

し
て
制
作
し
た
洋
画
、日
本
画
、

写
真
、
書
道
、
彫
塑
（
そ
）
、

工
芸
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

勤
労
者
体
育
館
を

無
料
開
放
し
ま
す

１１
月
２３
日
に
、
勤
労
者
体
育

館
（
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

に
し
の
み
や
）
の
多
目
的
ホ
ー

ル（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
等
）

・
周
回
走
路
、
体
育
室
（
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
２
面
、
卓
球
５
台
）

を
無
料
開
放
し
ま
す
。
利
用
時

間
は
、
午
前
１０
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
で
す
。
使
用
は
１
人
１

回
１
時
間
以
内
で
、
当
日
先
着

順
で
受
け
付
け
ま
す
。
団
体
で

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
は
同
館
（
０
７
９
８

・
３
３
・
３
８
７
８
）
へ
。

講
演
会
を
開
催

１１
月
３０
日
午
後
６
時
半
か
ら

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
。
テ
ー

マ
は
「
西
宮
の
特
性
を
活
（
い
）

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
は
〜
参

学
民
連
携
の
推
進
」
、
講
師
は

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授

の
�
坂
健
次
さ
ん
。
定
員
１
５

０
人
。
入
場
無
料
。

困
り
ま
す
�
自
転
車
置
き
ざ

り

知
ら
ん
ぷ
り
―
１１
月
１１
日

か
ら
１７
日
ま
で
「
駅
前
放
置
自

転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
県
下
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
も
、
市
内
主
要
駅
周
辺

で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
は
、
ま
ち
の
美

観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
歩

行
者
や
車
の
安
全
な
通
行
の
妨

げ
と
な
り
、
事
故
を
招
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
迷
惑
と
な
る
自

転
車
や
原
付
の
放
置
は
絶
対
に

や
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
駅

か
ら
１
㌔
以
内
の
人
は
歩
く
な

ど
、
放
置
自
転
車
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
は
安
全
対
策
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
８
９
８
）へ
。

私
道
内
の
下
水
管
（
共
同
排

水
設
備
）
を
市
に
移
管
（
寄
付
）

す
る
と
、
清
掃
や
補
修
等
の
維

持
管
理
は
市
が
行
い
ま
す
。
個

別
に
説
明
お
よ
び
調
査
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
は

下
水
維
持
課
（
０
７
９
８
・
３

５
・
３
６
５
４
）
へ
。

移
管
で
き
る
下
水
管
の
お
も

な
条
件
は
次
の
と
お
り
。

①
昭
和
６２
年
３
月
以
前
に
設

置

②
私
道
の
幅
員
が
１
・
８

㍍
以
上

③
５
軒
（
棟
）
以
上

が
共
同
利
用

④
宅
地
内
排
水

設
備
は
改
造
（
検
査
）
済
み

⑤
土
地
所
有
者
お
よ
び
共
同
排

水
設
備
使
用
者
等
利
害
関
係
人

の
承
諾
書
が
提
出
で
き
る
こ
と

な
ど 市

は
、
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ

ー
ズ
に
し
の
み
や
で
、
賃
金
や

退
職
金
、
解
雇
、
労
働
災
害
、

雇
用
保
険
な
ど
労
働
問
題
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
社
会
保
険
労
務
士
が
相

談
員
と
し
て
応
じ
ま
す
。ま
た
、

電
話
相
談
（
０
７
９
８
・
３
２

・
７
１
７
０
）
も
で
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
勤
労
福
祉
課
（
０

７
９
８
・
３
２
・
７
１
２
３
）へ
。

【
相
談
日
時
】
月
・
火
・
木

・
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

最
近
市
内
で
、
宅
地
内
の
下

水
の
調
査
や
清
掃
等
の
業
者
が

巡
回
し
て
い
ま
す
が
、
市
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
排

水
設
備
で
あ
る
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ー
単
体
の
設
置
は
、
悪
臭
・
つ

ま
り
等
様
々
な
問
題
が
発
生
す

る
た
め
、
市
で
は
認
め
て
い
ま

せ
ん
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
下
水
維
持
課
へ
。

個人事業税（第２期分）
納期限：１１月３０日

１１月１２日に納付書を発送し

ますので、忘れずに納付を�
問合せは西宮県税事務所（０７

９８・３９・６１１４）へ

【
９
月
分
】
《
市
あ
て
》
★

「
青
い
鳥
」
福
祉
基
金
へ

宇

都
宮
春
江
、
村
上
靖
子
、
平
野

清
子
、
村
田
泰
造
、
故
宮
前
つ

ね
子
、
綱
澤
レ
シ
、
心
身
道
強

虎
�
合
計
５３
万
１
４
５
円

《
社
会
福
祉
協
議
会
あ
て
》

★
善
意
銀
行
へ

小
林
俊
雄
、

田
中
幸
枝
、
川
本
泉
、
芦
原
老

人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
、

河
瀬
喜
和
子
、
匿
名
２
件
�
合

計
１
８
３
万
５
８
２
０
円

★

物
品
の
寄
付
（
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
、
タ
オ
ル
、
電
気
毛
布
な

ど
）

瓦
谷
栄
男
、
グ
ル
ー
プ

つ
く
し
ん
ぼ
、
匿
名
１
件

（
敬
称
略
）

◆
市
か
ら

私
立
大
学
な
ど

入
学
準
備
金
の

貸
付
あ
っ
せ
ん

教
育
委
員
会
は
、
平
成
１４
年

度
に
私
立
の
大
学
・
短
期
大
学

・
専
修
学
校
専
門
課
程
へ
進
学

す
る
子
供
の
保
護
者
を
対
象
に
、

入
学
準
備
金
の
貸
付
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。
取
扱
金
融
機
関

は
関
西
西
宮
信
用
金
庫
で
す

（
た
だ
し
、
市
内
の
支
店
お
よ

び
宝
塚
支
店
に
限
る
）
。

【
資
格
】
前
記
学
校
に
進
学

す
る
子
供
の
保
護
者
で
、
平
成

１４
年
１
月
末
日
ま
で
に
入
学
金

を
支
払
う
予
定
が
あ
り
、
「
し

ん
き
ん
保
証
」
を
受
け
ら
れ
る

人
。
所
得
制
限
あ
り

【
定
員
】
１０
人

【
貸
付
限
度
額
】
３０
万
円

【
信
用
保
証
料
】
本
人
負
担

【
利
子
】
市
が
補
助

【
申
込
】
１１
月
２６
日
ま
で
に

学
事
課
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
８
５
１
）
へ

生
産
緑
地
地
区
の

都
市
計
画
変
更
案

市
は
、
生
産
緑
地
地
区
の
都

市
計
画
変
更
案
（
「
薬
師
１
」

生
産
緑
地
地
区
ほ
か
２７
地
区
の

変
更
）
を
１１
月
１３
日
か
ら
２６
日

ま
で
の
執
務
時
間
中
に
公
開
。

都
市
計
画
部
（
市
役
所
本
庁
舎

５
階
）
で
縦
覧
で
き
ま
す
。
こ

の
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
公

開
期
間
中
、
市
長
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
で
き
ま
す
。

問
合
せ
は
都
市
計
画
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
６
８
４
）へ
。

都
市
計
画
道
路
の

都
市
計
画
変
更
案

市
は
、
阪
神
間
都
市
計
画
道

路
鳴
尾
御
影
西
線
ほ
か
２
路
線

の
都
市
計
画
変
更
案
（
阪
神
西

宮
駅
南
駅
前
広
場
の
追
加
）
を

１１
月
１３
日
か
ら
２６
日
ま
で
の
執

務
時
間
中
に
公
開
。
都
市
再
開

発
課
（
市
役
所
本
庁
舎
８
階
�

０
７
９
８
・
３
５
・
３
９
１
６
）

で
縦
覧
で
き
ま
す
。
こ
の
案
に

意
見
の
あ
る
人
は
、
公
開
期
間

中
、
市
長
あ
て
に
意
見
書
を
提

出
で
き
ま
す
。

問
合
せ
は
同
課
へ
。

甲
子
園
浜
田
地
区

甲
子
園
洲
鳥
地
区

地
区
計
画
案
を
公
開

市
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ

き
、
甲
子
園
浜
田
地
区
（
甲
子

園
浜
田
町
、
甲
子
園
砂
田
町
、

甲
子
園
六
石
町
）
の
地
区
計
画

案
を
、
ま
た
、
手
続
き
条
例
に

基
づ
き
、
甲
子
園
洲
鳥
地
区
の

地
区
計
画
原
案
を
、
１１
月
１３
日

か
ら
２６
日
ま
で
の
執
務
時
間
中

に
公
開
。
都
市
計
画
部
で
縦
覧

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
案

に
意
見
の
あ
る
人
は
、
公
開
期

間
中
、
市
長
あ
て
に
意
見
書
を

提
出
で
き
ま
す
。

問
合
せ
は
都
市
政
策
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
５
２
６
）へ
。

旧
愛
宕
山
保
育
所
あ
と
に

保
育
所
の
分
園
が
開
所

平
成
１４
年
１
月
か
ら
、
旧
愛

宕
山
保
育
所
あ
と
に
、
聖
和
乳

幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
の
分
園
が

開
所
さ
れ
ま
す
。
対
象
は
２
歳

以
下
（
た
だ
し
、
平
成
１３
年
度

内
は
、
１
歳
以
下
）
の
乳
幼
児

で
、
定
員
は
２４
人
で
す
。

申
込
は
保
育
課
（
０
７
９
８

・
３
５
・
３
１
６
０
）
へ
。

◆
官
公
署
か
ら

郵
便
局
職
員
を
装
っ
た

ニ
セ
集
金
人
等
に
注
意
を

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
、
皆

さ
ん
か
ら
現
金
、
保
険
証
等
を

お
預
か
り
す
る
時
は
、
必
ず
郵

政
事
業
庁
所
定
の
「
預
り
証

（
兼
引
換
証
）
」
ま
た
は
「
受

付
証
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

郵
便
局
の
制
服
を
着
て
い
な

い
な
ど
、
不
審
者
が
簡
易
保
険

の
集
金
等
に
訪
れ
た
場
合
は
、

現
金
、保
険
証
等
を
提
出
せ
ず
、

郵
便
局
や
警
察
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
は
西
宮
郵
便
局
（
０

７
９
８
・
３
３
・
４
０
９
５
）へ
。

◆
そ
の
他

来
春
高
校
卒
業

予
定
者
に
求
人
を

来
春
高
等
学
校
卒
業
予
定
の

就
職
希
望
者
に
対
す
る
求
人
は
、

長
引
く
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
、

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
求
人
申
込
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
企
業
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問

合
せ
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
宮

（
０
７
９
８
・
７
１
・
３
７
２

１
）
へ
。

育
児
・
介
護
・
家
事

情
報
を
電
話
で
提
供

２１
世
紀
職
業
財
団
兵
庫
事
務

所
は
、
電
話
で
育
児
・
介
護
・

家
事
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る

「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ

ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜

の
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半

★
電
話
番
号

０
７
８
・
７

９
４
・
２
０
２
０

食
肉
や
牛
乳
製
品
は
、
Ｏ

Ｉ
Ｅ
（
国
際
獣
疫
事
務
局
）

基
準
で
も
安
全
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
安
全
を
図
る

た
め
に
、
１０
月
１８
日
か
ら
、

食
肉
処
理
を
行
う
す
べ
て
の

牛
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
牛

海
綿
状
脳
症
（
狂
牛
病
）
へ

の
感
染
を
疑
う
牛
は
見
つ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
は
生
活
衛
生
課

（
０
７
９
８
・
２
６
・
３
６

６
８
）
へ
。
な
お
、
詳
し
く

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
は
、
１
面
題
字
横
参

照
）
の
「
健
康
情
報
」
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

安心して食べられる
ようになりました

働
く
皆
さ
ん
へ
あ
り
が
と
う

肉食

技
能
功
労
者
表
彰
や
勤
労
者
美
術
展
な
ど
開
催

社会保険労務士が応対

ご利用ください

労働相談

市で管理します

私道内の老朽下水管

フンのしまつは
飼い主の
エチケット

み
ん
な
が
迷
惑
し
て
い
ま
す

駅
前
の
自
転
車
放
置

ご
注
意
を
�

宅
地
内
下
水
調
査
や
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
訪
問
販
売

きれいな町並も
これでは台なしです

平成１３年（２００１年）１１月１０日 （２）


